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ある（Suzuki 2008, 2009: 17）。当地では「二十四村 6話（二十四村方言）」という名
称で通っている。徐君（2001）によると，章谷 [Rong-brag]鎮，中路 [sPro-snang]郷，
水子 [Rwa-tso]郷，岳扎 [Yo-brag]郷，梭坡 [Sog-pho]郷，格宗 [dGu-rdzong]郷な






 1 カムチベット語の方言分類の全体像は，Suzuki（2009: 17）が川西民族走廊（四川省および雲南省）の範囲内の
見解を提示している。ただし，その後数々の修正を加えている。丹巴県の方言についての見解もまた，新たに調
査した方言を含め，再検討する必要があるが，これについては別稿にゆずる。
 2 分布地域の詳細は Roche & Suzuki（2017）を参照。
 3 チベットの地名など固有名詞で語源が分かっているものには，[ ]内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
 4 正式名称は Rong-mi Brag-’goである。
 5 かつては四土ギャロン語にまとめられていたが，Gates（2014）が四土ギャロン語とは異なる言語区分を提案した。






 9 これまで漢語名に従い「グイチョン」と書いてきた。ところが同言語の母語話者による自称の実際の発音が [ᵑgwi 
tɕʰɑŋ]や [ᵑgo tɕʰɑŋ]であることを実際に確かめ，また nGochangや Gochangと表記する事例（Roche & Suzuki 























































































(1) a  ´tiː-ø   ´ʱgoː
    3-abs    笑う
    彼は（よく）笑うでしょう。
 b  ´tə γə  ´ʱgoː-ze
    3.erg    笑う -aor





(2) a  ´ŋeɁ   {ˆtiː-ø/´tə-lə}   ´ʱgoː-ʰtɕuɁ
    1.erg   {3-abs/3-dat}     笑う -caus
    私は彼を笑わせます。
16 Tournadre & Sangda Dorje（2003），張濟川（2009: 210–218），星（2016: 94–96）など参照。
17 Sogpho方言の形式と蔵文との対応関係については，Suzuki（2011），鈴木（2015）を参照。
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 b  ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´ʱgoː-ʰtɕuɁ-ze
    1.erg   3-dat    笑う -caus-aor
    私は彼を笑わせました。
次に，2項動詞 /´so/「食べる」を例に，非使役文 (3)と使役文 (4)を掲げる。
(3) ´tə γə  ´se-ø      ´je-zo-ze
 3.erg    ごはん -abs  dir-食べる -aor
 彼はごはんを食べました。
(4) a  ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´se-ø      ´je-zo-se-ze
    1.erg   3-dat    ごはん -abs  dir-食べる -caus-aor
    私は彼にごはんを食べさせました。
 b  ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´se-ø      ´je-zo-ʰtɕuɁ-ze
    1.erg   3-dat    ごはん -abs  dir-食べる -caus-aor










(5) a  ´ŋeɁ   `tɕʰɑɁ lə   ´ʱduɁ ´mə-ʰtɕuɁ
    1.erg   2.dat       座る neg-caus
    私は彼を座らせません。
 b  ´ŋeɁ   `tɕʰɑɁ lə   ´ʱduɁ ´ma-ʰtɕuɁ
    1.erg   2.dat       座る neg-caus




(6) a  ´ʱdʑa ʰxɑ̃ ¯tʰɑɁ-ø   ˆʈeɁ-lo
    靴ひも -abs         ほどける -sta
    靴ひもがほどけています。/ほどけました。
 b  ´ŋeɁ   ´ʱdʑa ʰxɑ̃ ¯tʰɑɁ-ø   ˆʈeɁ-jeɁ-ze
    1.erg   靴ひも -abs         ほどける -する -aor
    私は靴ひもをほどきました。
 c  ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´ʱdʑa ʰxɑ̃ ¯tʰɑɁ-ø   `pʰa-ʈeɁ-se-ze
    1.erg   3-dat    靴ひも -abs         dir-ほどける -caus-aor








(7) ¯nə    ¯tɕɑː po-nə-ø   ¯tɕʰeɁ  ¯ʰka ʰpo   ¯pʰa-ʱzu-ʰtɕuɁ







(8) ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´ȵi mo sʰuɁ-nə  ´nɑ̃Ɂ-ʰtɕuɁ













(9) ´ŋə-{ø/lə}   ´je-ᵑgo-ʰtɕuɁ
 1-{abs/dat}     dir-行く -caus
 私を行かせなさい。
(10) ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´neː   `tsʰe-ɦõ-ʰtɕuɁ-ʱgɵː
 1.erg   3-dat    ここ   dir-来る -caus-ifut
 私は彼をここへ来させるつもりです。
(11) ¯nə    ¯tsʰeː-ø    ´ŋeɁ   `tɕʰɑɁ-lə   ´so-ʰtɕuɁ





(12) ´ŋeɁ   ´tə-lə   ¯ʰtɕuɁ-ʰtɕuɁ





(13) ´ŋeɁ   `ʰto-lə   ¯ʂʰə-ʰtɕuɁ-ze





(14) ¯tɕʰeɁ  ´ŋə-lə   ´se-ø     ˆba je-se
 2.erg    1-dat     ご飯 -abs   準備する -caus
 あなたは私にごはんを作らせます。
(15) ´ʱge ʱgã-gə   ¯jɑ̃ tɕĩ-lə   ´kɔ-ø   ´ʑə-se-ze-´rɔɁ
 先生 -erg      psn-dat      歌 -abs   する -caus-aor-[判断 ]
 先生はヤンジンに歌を歌わせました。
(16) ¯nə-ø     `tɕʰɯ-nə-ø-də   ¯tɕʰeɁ  ´ŋə-lə   ¯kʰuː-ʂʰoː-ŋwo   ˆjĩ n̥ɔ̃




(17) ´ŋeɁ   `tɕʰɑɁ lə   ´se-ø      ˆba jeɁ-se-ze
 1.erg   2.dat       ごはん -abs  準備する -caus-aor
 ¯tɕʰɑɁ-ø  ´ma-jeɁ-ʐə








(18) ´tə-γə  ´ŋə-lə   ¯pʰa-ȿʰə-se







(19) ´ŋeɁ   ´tə-lə   ´xwa ʈwɑ̃-nə   ´ⁿdzeː-ʰtɕuɁ-se-ze








(20) a  ¯tɕʰɯ-ø   ¯ᵑ̊kʰeː-lo
    水 -abs     沸く -sta
    水が沸騰しました /湯が沸きました。
 b  ´ŋeɁ   ¯tɕʰɯ kʰeː-ø   ¯ʰkeː-ʱgɵː
    1.erg   湯 -abs         沸かす -ifut
    私は水を沸かしたいです。
 c  ´ŋeɁ   ˆtə-lə   ¯tɕʰɯ kʰeː-ø   ¯ʰkeː-se-ze
    1.erg   3-dat    湯 -abs         沸かす -caus-aor
    私は彼に水を沸かさせました。
/¯ⁿ̥tsʰɛː/「（米が）炊ける」-/¯ʰtsuː/「（米を）炊く」
(21) a  ´ᶯɖɛː-ø   `ⁿ̥tsʰɛː-lo
    米 -abs    炊ける -sta
    米が炊けました。
 b  ´ŋeɁ   ´ᶯɖɛː-ø   ¯ʰtsuː-tʰoː-ze
    1.erg   米 -abs    炊く -ach-aor
    私は米を炊き上げてあります。
鈴木博之：カムチベット語梭坡 [Sogpho]方言（丹巴県）における使役表現と構造 25
/´ᵑgo-¯sʰõ/「行く 19」-/´ʰtõ/「行かせる 20」
(22) a  ´ŋo-ø   `sʰõ-ze
    1-abs    行く -aor
    私は行きました。
 b  ´ŋeɁ   ´tiː-ø   ˆʰtõ-ze
    1.erg   3-abs    行く -aor
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両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 pʰ tʰ ʈʰ cʰ kʰ
無気 p t ʈ c k ʔ
有声 b d ɖ ɟ g
破擦音 無声有気 tsʰ tɕʰ
無気 ts tɕ
有声 dz dʑ
摩擦音 無声有気 sʰ ʂʰ ɕʰ xʰ
無気 ϕ s ʂ ɕ x h
有声 z ʐ ʑ γ ɦ
鼻音 有声 m n ȵ ŋ
無声 m̥ n̥ ȵ̊ ŋ̊






1 …………………………… 1人称 DIR …………………………方向接辞
2 …………………………… 2人称 erg ………………………………能格
3 …………………………… 3人称 exv …………………………存在動詞
abs …………………………絶対格 gen ………………………………属格
ach ……………………………達成 ifut …………………………意思未来
aor ……………………………過去 neg ……………………………否定辞
caus ……………………………使役 nml ………………………名詞化標識
conj …………………………接続語 psn ………………………………人名
cpv ………………………判断動詞 qtf ………………………………量詞
dat ……………………………与格 rsl ………………………………結果
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付記
筆者による Sogpho方言の言語資料収集に関する現地調査については，以下の援
助を受けている。
● 平成 16–20年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（S）「チベット文
化圏における言語基層の解明」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 16102001）
● 平成 19–21年度日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「川西
民族走廊・チベット文化圏における少数民族言語の方言調査と地域言語学的研
究」
● 平成 21–23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）「ギャロン系
諸言語の緊急国際共同調査研究」（研究代表者：長野泰彦，課題番号
21251007）
● 平成 25–28年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（B）「言語多様性
の記述を通して見る中国雲南省チベット語の方言形成の研究」（研究代表者：
鈴木博之，課題番号 25770167）
● 平成 28–29年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（A）「チベット・
ビルマ語族の繋聯言語の記述とその古態析出に関する国際共同調査研究」（研
究代表者：長野泰彦，課題番号 16H02722）
● 平成 29年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究（A）「チベット文化圏
東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：鈴木博之，課題
番号 17H04774）
